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CXCR5

CXCR5; BLR1; MDR15; C-X-C chemokine receptor type 5; CXC-R5; CXCR-5; Burkitt ymphoma
receptor 1; Monocyte-derived receptor 15; MDR-15; CD185
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	応用
	抗原情報
	背景
	C-X-Cモチーフケモカイン受容体5（CXCR5）ホモサピエンス この遺伝子は、CXCケモカイン受容体ファミリーに属する複数回膜貫通型タンパク質をコードしています。成熟B細胞およびバーキットリンパ腫で発現しています。このサイトカイン受容体はBリンパ球走化性因子（BLC）に結合し、脾臓およびパイエル板のB細胞濾胞へのB細胞遊走に関与しています。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2011年8月]、機能：Bリンパ球走化性因子（BLC）に結合するサイトカイン受容体。脾臓およびパイエル板のB細胞濾胞へのB細胞遊走に関与していますが、腸間膜リンパ節や末梢リンパ節のB細胞濾胞へのB細胞遊走には関与していません。バーキットリンパ腫（BL）のリンパ腫形成および/またはB細胞の分化において調節機能を有する可能性がある。,オンライン情報:CXCケモカイン受容体のエントリ,類似性:Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性:成熟B細胞およびバーキットリンパ腫細胞で発現する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;ケモカイン;
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	Blr1ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	Blr1ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

